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木材・家具・建具を試験します
2) 接着剤の性能評価
2-1) 圧縮せん断接着強さ（JIS K 6852）
接着剤は圧締解除後も溶剤の揮発や化学反応の進行
により強度が増していきますが，その経過はそれぞれ
異なります。そこで，4種類の接着剤について「養生
時間と強度」の関係性を評価しました。
・供試体
圧縮せん断接着強さ供試体の概要を表3に示します。

・試験方法
試験は，JIS K 6852に沿って行いました。試験方法

の概要を図1に示します。

・試験結果
試験結果を表4に示します。
α-オレフィン系と変性酢酸ビニル樹脂は硬化速度
が著しく速く，24時間後には共に最大強度（7日間強
度）の90％を超えました。
水性高分子－イソシアネート系は，「養生4日間」

という仕様のとおり，24時間後までは架橋反応が不十
分で，酢酸ビニル樹脂より強度が低くなっています。
一方，72時間（3日）後には最大強度（7日間強度）
の90％を超え，引き続き強度の高まりを示しました。
最大強度は酢酸ビニル樹脂を除く3種がほぼ同等で
すが，最終的には木部破断の仕方や比例限度，変位量
など複数項目を併せて判断することになります。その
ため，この圧縮せん断接着強さの結果だけで「3種が
同じ接着強さ」とは言えないことに注意が必要です。

2-2) 割裂接着強さ（JIS K 6853）
接着面を引き裂くような垂直荷重（引っ張り）を加
え最大荷重を測定します。2-1) 圧縮せん断接着強さ
で用いた接着剤の他，エポキシなど3種類を加えた7
種類を比較しました。
・試験方法
試験は，接着剤の割裂接着強さ試験方法（JIS　K 

6853）に沿って行いました。試験方法の概要を図2に
示します。

・試験結果
試験結果を図3に示し
ます。
酢酸ビニル樹脂系の2

種が非常に高い接着性能
を示している反面，木材
接着において最も高い接
着力を有するとされる水

性高分子－イソシアネート系がその6割弱となってい
ます。α-オレフィン，エポキシも酢酸ビニル樹脂系
の7割に満たないことからも，今回のような接着層を
引きはがす力に対しては，接着剤の硬さではなく柔軟
性の方が重要だということがわかります。

今回は2つの接着強さ試験を紹介しましたが，前述の
とおり，この他にも様々な試験方法があり，接着強さ
を決定する因子は多数存在することをご理解ください。

3.2 独自試験例
1) 塗膜の光沢度の測定
テーブル天板については塗膜の光沢や汚染を気にさ
れる方も多くおられます。そこで，テーブル天板の清
掃方法について，「正しい」と言われる方法（①希釈
した中性洗剤を噴霧して雑巾で拭く）と「間違ってい
る」と言われる方法（②乾いた雑巾で拭く，③シン
ナーを噴霧して雑巾で拭く，④化学雑巾で拭く）を比
較しましたので，その検証結果を紹介します。
※今回の試験では，実際のメンテナンス時よりも大き
な負荷を加えています。
・試験体
試験に用いたテーブル天板，メンテナンス材のそれ
ぞれの仕様を表5に示します。

・試験方法（図4）
1.表面が25×25（mm）の木材にメンテナンス材（4
種類）を置き，塗装面に接触させる
2.メンテナンス材の上に1kgのおもりを積載する
3.天板を70回転/分の速度で回転させる
4.中性洗剤，シンナーは定期的に噴霧する

5.規定の回転回数ごとに天板の光沢度を測定する
（光沢度の測定条件は表6のとおり）

・試験結果
試験結果を表7に示します。
①中性洗剤（雑巾）：光沢度はわずかに高くなった
が，大きな変化は見られなかった。
②乾いた雑巾：1,000回転までは光沢度に変化はない
が，それ以降，徐々に光沢度が増加した。
③シンナー（雑巾）：序盤から光沢度が増し，3,000
回転まで増加後，それ以降は塗膜を侵すようになり
光沢度が低下した。また，元の塗膜との境界で目違
いが発生した。
④化学雑巾：シンナー（雑巾）と同様，序盤から

3,000回転までの間に光沢度が増加し，それ以降は
大きな変化は生じなかった。

2) 接着剤の環境試験（圧縮せん断接着強さ）
日常使用において，木製品が水中に浸漬（JIS規格

試験）するような状況は考えられませんので，恒温恒
湿室により多湿な環境下（温度30℃・湿度90％）を
再現し，接着力の推移を測定しました。
・試験体および試験条件
試験体および試験条件を表8に示します。

・試験結果
接着剤の環境試験の結果を表9に示します。
暴露10時間では酢酸ビニル樹脂以外，増湿なしの
常態に比べ75％以上の接着力を保持しています。一
方，16時間を経過すると水性高分子－イソシアネー
ト系以外は常態比60％以下にまで低下しました。水
中への浸漬が生じなくても接着剤が緩み，接着強度が
低下することが示されました。

4. おわりに
把握したい品目や内容によっては，JIS等で試験規
格が定められていない場合が多々ありますが，工芸セ
ンターでは，今回ご紹介した接着や塗装だけでなく，
家具（椅子，テーブル等）や建具等の製品においても
依頼者と協議の上で規格化されていない「独自試験」
を実施しています。今後も，地域のものづくり産業の
品質向上に貢献できるよう様々な検証を重ねていきた
いと思います。
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1. はじめに
旭川市工芸センター（以下，工芸センター）では，
主に木材や木製家具を対象にJISをはじめとする各規
格に準拠した試験のほか，依頼内容に応じて規格が定
められていない方法での試験も実施し，製品開発のお
手伝いをしています。また，自主的な試験実施によっ
て様々な試験データを蓄え，講習会を実施したり，ご
相談に対応したりしています。
木材・家具・建具を開発・製造する中で，何か困り
ごとがあった際には工芸センターにご相談ください。

2. 対応可能な試験規格
工芸センターが対応可能な主な試験規格を表1に示

します。　

3. 試験実施例
前述のとおり，工芸センターではJIS等に準拠した
規格試験に加え，実際の使用環境を想定した独自試験
も行いながらデータの充実を図っています。その一端
をご紹介します。

3.1 規格試験の例
1) 道産木材の性能評価

2022年11月，旭川林産協同組合の高橋理事長およ
び旭川家具工業協同組合の藤田理事長の呼びかけによ
り，旭川家具への道産木材の更なる利用促進に向けた
「北海道産広葉樹利用促進研究会」が発足しました1)。
その活動の一環として，今後，使用の増加が見込まれ
る樹種の強度関連性能を評価しました。

・試験体
樹種：13樹種（このうち
道産木材は11樹種）
測定面：柾目面，板目面
養生：一定期間，室内に静置
・試験方法
曲げ強さ（JIS Z 2101-15）
せん断強さ（JIS Z 2101-17）
圧縮せん断接着強さ
（JIS K 6852，接着剤にはα-
　オレフィン系を使用）
・試験結果
　結果を表2に示します。

　

表2　道産木材の性能評価試験結果

表1　対応可能な試験規格（抜粋） 
JIS Z 2101 木材の試験方法 

JIS K 6852 接着剤の圧縮せん断接着強さ試験方

法 

JIS S 1200 家具－収納ユニット－強度と耐久性

試験方法 

JIS S 1201 家具－収納ユニット－安定性の試験

方法 

JIS S 1203 家具－いす及びスツール－強度と耐

久性の試験方法 

JIS S 1205 家具－テーブル－強度と耐久性の試

験方法 
CPSA 0029 乳幼児用ハイチェアの SG 基準 

 

（％） （kgf/cm
2
) 柾目 板目 柾目 板目

1 ナラ 0.71 6.3 1,830 190 208 143（100） 157（55）

2 タモ 0.66 6.4 1,470 173 196 156（ 85） 192（60）

3 メジロカバ 0.66 9.6 1,643 219 220 167（100） 198（80）

4 イタヤカエデ 0.64 7.1 1,290 189 224 155（ 55） 131（55）

5 ニレ 0.60 5.7 1,048 144 145 140（ 45） 124（85）

6 ヤマザクラ 0.59 9.3 1,110 148 176 94（ 90） 126（90）

7 セン 0.52 6.5 990 141 126 106（100） 84（55）

8 クルミ 0.48 6.7 820 138 159 127（ 50） 112（60）

9 クリ 0.47 6.6 715 123 132 102（100） 115（95）

10 キハダ 0.46 7.0 850 110 134 124（ 80） 104（75）

11 カツラ 0.44 6.9 820 116 119 85（ 90） 94（95）

12 ケヤキ 0.72 5.0 1,124 217 178 126（ 65） 146（55）

13 ウォールナット 0.65 5.8 1,230 144 146 106（100） 144（95）

道外産材・輸入材

No 樹種

せん断強さ

（kgf/cm
2
）

圧縮せん断接着強さ

（kgf/cm2
）

（）内は木部破断率（％）
全乾
比重

試験時
含水率

曲げ強さ
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を決定する因子は多数存在することをご理解ください。
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1) 塗膜の光沢度の測定
テーブル天板については塗膜の光沢や汚染を気にさ
れる方も多くおられます。そこで，テーブル天板の清
掃方法について，「正しい」と言われる方法（①希釈
した中性洗剤を噴霧して雑巾で拭く）と「間違ってい
る」と言われる方法（②乾いた雑巾で拭く，③シン
ナーを噴霧して雑巾で拭く，④化学雑巾で拭く）を比
較しましたので，その検証結果を紹介します。
※今回の試験では，実際のメンテナンス時よりも大き
な負荷を加えています。
・試験体
試験に用いたテーブル天板，メンテナンス材のそれ
ぞれの仕様を表5に示します。

・試験方法（図4）
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種類）を置き，塗装面に接触させる
2.メンテナンス材の上に1kgのおもりを積載する
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4.中性洗剤，シンナーは定期的に噴霧する

5.規定の回転回数ごとに天板の光沢度を測定する
（光沢度の測定条件は表6のとおり）

・試験結果
試験結果を表7に示します。
①中性洗剤（雑巾）：光沢度はわずかに高くなった
が，大きな変化は見られなかった。
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表3　圧縮せん断接着強さ供試体の概要 

表4　圧縮せん断接着強さ試験結果 

 

接着剤 

酢酸ビニル樹脂 
α-オレフィン系 
水性高分子－イソシアネート系 
変性酢酸ビニル樹脂 

樹 種 メープル（全乾比重0.69） 
含水率 5.0％ 

接着条件 
面積：6.25cm2（2.5cm×2.5cm） 
接着面：柾目面同士 
塗布量，圧締力等：各仕様書のとおり 

荷重速度 

0.5mm/分 

引っ張り速度 

5mm/分 

繊維方向 

接着面積 

6.25cm2 
（2.5cm×2.5cm） 

図1　接着剤の圧縮せん断接着強さ試験方法

図2　接着剤の割裂接着強さ試験方法 

1時間 4時間 7時間 24時間 3日間 7日間

44.5 100.2 122.1 139.3 157.4 169.1

(0) (0) (0) (10) (5) (15)

111.7 160 173.7 182.2 187 199.2

(10) (65) (50) (70) (20) (65)

6.5 43.2 50.4 106.5 173.9 200.8

(0) (0) (0) (20) (65) (45)

90.6 118.6 141.2 180.5 192.6 184.4

(0) (5) (10) (5) (20) (80)
4

変性酢酸
ビニル樹脂

62.5

接 着 剤
不揮発分

（％）

2 α-オレフィン系

3

圧縮せん断接着強さ（kgf/cm2）　（（）内は木部破断率（％））

1 酢酸ビニル樹脂

水性高分子-
イソシアネート系

42.0

61.0

59.0
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2) 接着剤の性能評価
2-1) 圧縮せん断接着強さ（JIS K 6852）
接着剤は圧締解除後も溶剤の揮発や化学反応の進行
により強度が増していきますが，その経過はそれぞれ
異なります。そこで，4種類の接着剤について「養生
時間と強度」の関係性を評価しました。
・供試体
圧縮せん断接着強さ供試体の概要を表3に示します。

・試験方法
試験は，JIS K 6852に沿って行いました。試験方法

の概要を図1に示します。

・試験結果
試験結果を表4に示します。
α-オレフィン系と変性酢酸ビニル樹脂は硬化速度
が著しく速く，24時間後には共に最大強度（7日間強
度）の90％を超えました。
水性高分子－イソシアネート系は，「養生4日間」

という仕様のとおり，24時間後までは架橋反応が不十
分で，酢酸ビニル樹脂より強度が低くなっています。
一方，72時間（3日）後には最大強度（7日間強度）
の90％を超え，引き続き強度の高まりを示しました。
最大強度は酢酸ビニル樹脂を除く3種がほぼ同等で
すが，最終的には木部破断の仕方や比例限度，変位量
など複数項目を併せて判断することになります。その
ため，この圧縮せん断接着強さの結果だけで「3種が
同じ接着強さ」とは言えないことに注意が必要です。

2-2) 割裂接着強さ（JIS K 6853）
接着面を引き裂くような垂直荷重（引っ張り）を加
え最大荷重を測定します。2-1) 圧縮せん断接着強さ
で用いた接着剤の他，エポキシなど3種類を加えた7
種類を比較しました。
・試験方法
試験は，接着剤の割裂接着強さ試験方法（JIS　K 

6853）に沿って行いました。試験方法の概要を図2に
示します。

・試験結果
試験結果を図3に示し
ます。
酢酸ビニル樹脂系の2

種が非常に高い接着性能
を示している反面，木材
接着において最も高い接
着力を有するとされる水

性高分子－イソシアネート系がその6割弱となってい
ます。α-オレフィン，エポキシも酢酸ビニル樹脂系
の7割に満たないことからも，今回のような接着層を
引きはがす力に対しては，接着剤の硬さではなく柔軟
性の方が重要だということがわかります。

今回は2つの接着強さ試験を紹介しましたが，前述の
とおり，この他にも様々な試験方法があり，接着強さ
を決定する因子は多数存在することをご理解ください。

3.2 独自試験例
1) 塗膜の光沢度の測定
テーブル天板については塗膜の光沢や汚染を気にさ
れる方も多くおられます。そこで，テーブル天板の清
掃方法について，「正しい」と言われる方法（①希釈
した中性洗剤を噴霧して雑巾で拭く）と「間違ってい
る」と言われる方法（②乾いた雑巾で拭く，③シン
ナーを噴霧して雑巾で拭く，④化学雑巾で拭く）を比
較しましたので，その検証結果を紹介します。
※今回の試験では，実際のメンテナンス時よりも大き
な負荷を加えています。
・試験体
試験に用いたテーブル天板，メンテナンス材のそれ
ぞれの仕様を表5に示します。

・試験方法（図4）
1.表面が25×25（mm）の木材にメンテナンス材（4
種類）を置き，塗装面に接触させる
2.メンテナンス材の上に1kgのおもりを積載する
3.天板を70回転/分の速度で回転させる
4.中性洗剤，シンナーは定期的に噴霧する

5.規定の回転回数ごとに天板の光沢度を測定する
（光沢度の測定条件は表6のとおり）

・試験結果
試験結果を表7に示します。
①中性洗剤（雑巾）：光沢度はわずかに高くなった
が，大きな変化は見られなかった。
②乾いた雑巾：1,000回転までは光沢度に変化はない
が，それ以降，徐々に光沢度が増加した。
③シンナー（雑巾）：序盤から光沢度が増し，3,000
回転まで増加後，それ以降は塗膜を侵すようになり
光沢度が低下した。また，元の塗膜との境界で目違
いが発生した。
④化学雑巾：シンナー（雑巾）と同様，序盤から

3,000回転までの間に光沢度が増加し，それ以降は
大きな変化は生じなかった。

2) 接着剤の環境試験（圧縮せん断接着強さ）
日常使用において，木製品が水中に浸漬（JIS規格

試験）するような状況は考えられませんので，恒温恒
湿室により多湿な環境下（温度30℃・湿度90％）を
再現し，接着力の推移を測定しました。
・試験体および試験条件
試験体および試験条件を表8に示します。

・試験結果
接着剤の環境試験の結果を表9に示します。
暴露10時間では酢酸ビニル樹脂以外，増湿なしの
常態に比べ75％以上の接着力を保持しています。一
方，16時間を経過すると水性高分子－イソシアネー
ト系以外は常態比60％以下にまで低下しました。水
中への浸漬が生じなくても接着剤が緩み，接着強度が
低下することが示されました。

4. おわりに
把握したい品目や内容によっては，JIS等で試験規
格が定められていない場合が多々ありますが，工芸セ
ンターでは，今回ご紹介した接着や塗装だけでなく，
家具（椅子，テーブル等）や建具等の製品においても
依頼者と協議の上で規格化されていない「独自試験」
を実施しています。今後も，地域のものづくり産業の
品質向上に貢献できるよう様々な検証を重ねていきた
いと思います。

参考資料
1)　旭川家具における北海道産広葉樹の利用促進に向け
て：ウッディエイジ，2024年4月号．

1. はじめに
旭川市工芸センター（以下，工芸センター）では，
主に木材や木製家具を対象にJISをはじめとする各規
格に準拠した試験のほか，依頼内容に応じて規格が定
められていない方法での試験も実施し，製品開発のお
手伝いをしています。また，自主的な試験実施によっ
て様々な試験データを蓄え，講習会を実施したり，ご
相談に対応したりしています。
木材・家具・建具を開発・製造する中で，何か困り
ごとがあった際には工芸センターにご相談ください。

2. 対応可能な試験規格
工芸センターが対応可能な主な試験規格を表1に示

します。　

3. 試験実施例
前述のとおり，工芸センターではJIS等に準拠した
規格試験に加え，実際の使用環境を想定した独自試験
も行いながらデータの充実を図っています。その一端
をご紹介します。

3.1 規格試験の例
1) 道産木材の性能評価

2022年11月，旭川林産協同組合の高橋理事長およ
び旭川家具工業協同組合の藤田理事長の呼びかけによ
り，旭川家具への道産木材の更なる利用促進に向けた
「北海道産広葉樹利用促進研究会」が発足しました1)。
その活動の一環として，今後，使用の増加が見込まれ
る樹種の強度関連性能を評価しました。

・試験体
樹種：13樹種（このうち
道産木材は11樹種）
測定面：柾目面，板目面
養生：一定期間，室内に静置
・試験方法
曲げ強さ（JIS Z 2101-15）
せん断強さ（JIS Z 2101-17）
圧縮せん断接着強さ
（JIS K 6852，接着剤にはα-
　オレフィン系を使用）
・試験結果
　結果を表2に示します。

　

表5　試験材料の仕様

表6　光沢度の測定条件

 

 

天板 
素 材 MDF 

表面仕上げ ウレタン塗装 
（中塗り＋上塗り） 

メンテ

ナンス

材  

①中性洗剤（雑巾）：希釈した中性洗剤を

定期的に噴霧しながら雑巾で拭く 
②乾いた雑巾：乾いた雑巾で拭く 
③シンナー（雑巾）：シンナーを定期的に

噴霧しながら雑巾で拭く 
④化学雑巾：化学雑巾で拭く 

 

光沢度計 堀場製作所 IG-331 
測定角度 60°（入射・受光ともに） 
測定タイ

ミング 
試験前，1,000回転後，3,000回転後 
5,000回転後 

 

 

単位：kgf 
図3　割裂接着強さ試験結果 

図4　塗膜のメンテナンス方法の評価
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2) 接着剤の性能評価
2-1) 圧縮せん断接着強さ（JIS K 6852）
接着剤は圧締解除後も溶剤の揮発や化学反応の進行
により強度が増していきますが，その経過はそれぞれ
異なります。そこで，4種類の接着剤について「養生
時間と強度」の関係性を評価しました。
・供試体
圧縮せん断接着強さ供試体の概要を表3に示します。

・試験方法
試験は，JIS K 6852に沿って行いました。試験方法

の概要を図1に示します。

・試験結果
試験結果を表4に示します。
α-オレフィン系と変性酢酸ビニル樹脂は硬化速度
が著しく速く，24時間後には共に最大強度（7日間強
度）の90％を超えました。
水性高分子－イソシアネート系は，「養生4日間」

という仕様のとおり，24時間後までは架橋反応が不十
分で，酢酸ビニル樹脂より強度が低くなっています。
一方，72時間（3日）後には最大強度（7日間強度）
の90％を超え，引き続き強度の高まりを示しました。
最大強度は酢酸ビニル樹脂を除く3種がほぼ同等で
すが，最終的には木部破断の仕方や比例限度，変位量
など複数項目を併せて判断することになります。その
ため，この圧縮せん断接着強さの結果だけで「3種が
同じ接着強さ」とは言えないことに注意が必要です。

2-2) 割裂接着強さ（JIS K 6853）
接着面を引き裂くような垂直荷重（引っ張り）を加
え最大荷重を測定します。2-1) 圧縮せん断接着強さ
で用いた接着剤の他，エポキシなど3種類を加えた7
種類を比較しました。
・試験方法
試験は，接着剤の割裂接着強さ試験方法（JIS　K 

6853）に沿って行いました。試験方法の概要を図2に
示します。

・試験結果
試験結果を図3に示し
ます。
酢酸ビニル樹脂系の2

種が非常に高い接着性能
を示している反面，木材
接着において最も高い接
着力を有するとされる水

性高分子－イソシアネート系がその6割弱となってい
ます。α-オレフィン，エポキシも酢酸ビニル樹脂系
の7割に満たないことからも，今回のような接着層を
引きはがす力に対しては，接着剤の硬さではなく柔軟
性の方が重要だということがわかります。

今回は2つの接着強さ試験を紹介しましたが，前述の
とおり，この他にも様々な試験方法があり，接着強さ
を決定する因子は多数存在することをご理解ください。

3.2 独自試験例
1) 塗膜の光沢度の測定
テーブル天板については塗膜の光沢や汚染を気にさ
れる方も多くおられます。そこで，テーブル天板の清
掃方法について，「正しい」と言われる方法（①希釈
した中性洗剤を噴霧して雑巾で拭く）と「間違ってい
る」と言われる方法（②乾いた雑巾で拭く，③シン
ナーを噴霧して雑巾で拭く，④化学雑巾で拭く）を比
較しましたので，その検証結果を紹介します。
※今回の試験では，実際のメンテナンス時よりも大き
な負荷を加えています。
・試験体
試験に用いたテーブル天板，メンテナンス材のそれ
ぞれの仕様を表5に示します。

・試験方法（図4）
1.表面が25×25（mm）の木材にメンテナンス材（4
種類）を置き，塗装面に接触させる
2.メンテナンス材の上に1kgのおもりを積載する
3.天板を70回転/分の速度で回転させる
4.中性洗剤，シンナーは定期的に噴霧する

5.規定の回転回数ごとに天板の光沢度を測定する
（光沢度の測定条件は表6のとおり）

・試験結果
試験結果を表7に示します。
①中性洗剤（雑巾）：光沢度はわずかに高くなった
が，大きな変化は見られなかった。
②乾いた雑巾：1,000回転までは光沢度に変化はない
が，それ以降，徐々に光沢度が増加した。
③シンナー（雑巾）：序盤から光沢度が増し，3,000
回転まで増加後，それ以降は塗膜を侵すようになり
光沢度が低下した。また，元の塗膜との境界で目違
いが発生した。
④化学雑巾：シンナー（雑巾）と同様，序盤から

3,000回転までの間に光沢度が増加し，それ以降は
大きな変化は生じなかった。

2) 接着剤の環境試験（圧縮せん断接着強さ）
日常使用において，木製品が水中に浸漬（JIS規格

試験）するような状況は考えられませんので，恒温恒
湿室により多湿な環境下（温度30℃・湿度90％）を
再現し，接着力の推移を測定しました。
・試験体および試験条件
試験体および試験条件を表8に示します。

・試験結果
接着剤の環境試験の結果を表9に示します。
暴露10時間では酢酸ビニル樹脂以外，増湿なしの
常態に比べ75％以上の接着力を保持しています。一
方，16時間を経過すると水性高分子－イソシアネー
ト系以外は常態比60％以下にまで低下しました。水
中への浸漬が生じなくても接着剤が緩み，接着強度が
低下することが示されました。

4. おわりに
把握したい品目や内容によっては，JIS等で試験規
格が定められていない場合が多々ありますが，工芸セ
ンターでは，今回ご紹介した接着や塗装だけでなく，
家具（椅子，テーブル等）や建具等の製品においても
依頼者と協議の上で規格化されていない「独自試験」
を実施しています。今後も，地域のものづくり産業の
品質向上に貢献できるよう様々な検証を重ねていきた
いと思います。

参考資料
1)　旭川家具における北海道産広葉樹の利用促進に向け
て：ウッディエイジ，2024年4月号．

1. はじめに
旭川市工芸センター（以下，工芸センター）では，
主に木材や木製家具を対象にJISをはじめとする各規
格に準拠した試験のほか，依頼内容に応じて規格が定
められていない方法での試験も実施し，製品開発のお
手伝いをしています。また，自主的な試験実施によっ
て様々な試験データを蓄え，講習会を実施したり，ご
相談に対応したりしています。
木材・家具・建具を開発・製造する中で，何か困り
ごとがあった際には工芸センターにご相談ください。

2. 対応可能な試験規格
工芸センターが対応可能な主な試験規格を表1に示

します。　

3. 試験実施例
前述のとおり，工芸センターではJIS等に準拠した
規格試験に加え，実際の使用環境を想定した独自試験
も行いながらデータの充実を図っています。その一端
をご紹介します。

3.1 規格試験の例
1) 道産木材の性能評価

2022年11月，旭川林産協同組合の高橋理事長およ
び旭川家具工業協同組合の藤田理事長の呼びかけによ
り，旭川家具への道産木材の更なる利用促進に向けた
「北海道産広葉樹利用促進研究会」が発足しました1)。
その活動の一環として，今後，使用の増加が見込まれ
る樹種の強度関連性能を評価しました。

・試験体
樹種：13樹種（このうち
道産木材は11樹種）
測定面：柾目面，板目面
養生：一定期間，室内に静置
・試験方法
曲げ強さ（JIS Z 2101-15）
せん断強さ（JIS Z 2101-17）
圧縮せん断接着強さ
（JIS K 6852，接着剤にはα-
　オレフィン系を使用）
・試験結果
　結果を表2に示します。

　

表7　塗膜の光沢度試験結果

表8　接着剤の環境試験条件

表9　接着剤の環境試験結果

メンテナ

ンス方法 

光沢度 

試験前 1,000 
回転後 

3,000 
回転後 

5,000 
回転後 

① 8 8 9 10 
② 9 9 16 31 
③ 10 17 26 20 
④ 10 17 29 32 

接 着 剤 

①酢酸ビニル樹脂，②α-オレフィン系  
③水性高分子－イソシアネート系 
④耐水性ボンドＴ，⑤耐水性ボンドＧ 
※④⑤は高耐水性をうたったアメリカ製

の接着剤（変性酢酸ビニル系と推測され

る） 
樹    種 ナラ材（全乾比重0.79） 
含 水 率 5.5％ 

接着条件 

接着面積：6.25cm2 (2.5cm×2.5cm） 
接着面：柾目面同士 
接着条件：塗布量，圧締力等は各仕様書の

とおり 
環境条件 温度30℃・湿度90％ 
暴露時間 ①4時間 ②10時間 ③16時間 

  

No 
暴露条件 増湿なし 暴露4 時間 暴露10 時間 暴露16 時間 
試験時含水率(％) 5.5 9.2 11.0 12.3
接着剤の種類 接着強さ（kgf/cm2） （ （ ）内は木部破断率（％）） 

① 酢酸ビニル樹脂 172.8 (54) 157.3 (20) 111.1 (17) 70.7 (5) 
② α-オレフィン系 177.2 (100) 177.2 (100) 173.2 (100) 65.8 (5) 

③ 
水性高分子- 
 イソシアネート系 

189.0 (100) 181.5 (93) 172.8 (100) 162.0 (43) 

④ 耐水性ボンドＴ 152.0 (100) 157.0 (100) 134.9 (87) 86.2 (26) 
⑤ 耐水性ボンドＧ 166.4 (100) 160.7 (65) 127.3 (41) 99.5 (27) 


